
｜
霞
畷
爵
爵
蕊
謬
翻
鴬
蕊
鴬
鴫
．

率
86．7
％

晏言舗襄種黒雲薑譽需濤へ涙耐
到
圖
ま
Ｍ
垢

坐
終
決

〉
決
定

ぢ
た
差
伝

〉
）
統

ぺ
全
員
協
議
会
を
開
き
、
関

四
（
同
町
）
の
再
稼
働
に
同
意

だ
伝
え
た
。
２
基
は
先
月
、

穰
（
鹿
児
島
星
に
続
い
て

鬘
準
に
よ
る
審
査
に
合
格
。

」
想
定
し
て
い
る
。

翼
判
断
は
来
月
以
降

甲
彦
第

誌
窒
蕊
建
ぃ
一

倭
笥
塞
錘
事
窪
し
、

緊
急
時
対
応
な
ど
を
協
議

す
る
。
望
層
雲
夫
原
子
力

防
災
担
当
相
は
同
日
の
閣

議
後
会
見
で
「
万
一
に
備

え
、
住
民
の
安
全
を
守
る

の
は
国
の
責
任
。
地
域
の
一

室
蓉
醒
壷
知
っ
て
い
る
自
治
一

電
力
臺
垂
息
参
加
し
へ

せ
る
。
協
議
会
は
立
地
や
周
辺

自
治
体
の
副
知
事
と
関
係

省
庁
の
審
議
官
で
檮
成
。

必
要
に
応
じ
て
市
町
村
や

一
地
方
達
後
に
な
る
」
と

述
べ
た
。

県
議
会
で
も
議
論
す
る

が
、
西
川
一
誠
知
事
は
「
原

発
再
稼
働
の
臺
涯
や
必

2月現在

ｸ嘆
建
露
宗
や
製
童
一
雲
は

じ
め
、
ほ
ぼ
全
て
の
垂
業

で
求
人
が
伸
び
た
。
証
垣

府
県
別
で
は
瓦
新
潟
が
最

も
高
い
”
。
２
％
で
埜
大

でし
て
い
な
い
」
と
の
理
由

で
、
判
断
時
期
ば
明
ら
か

臺
性
が
国
民
に
十
分
浸
透

号
証

に
社
会
へ
薑
笠
っ
た
。

垈
壹
人
に
卒
業
証
書

・
学
位
記
を
授
与
し
、
学

業
や
課
外
活
動
の
成
績
優

秀
言
計
狙
人
を
簔
謬
。
付

に
し
て
い
な
い
。

即
日
の
全
員
協
議
会
に

は
的
場
輝
夫
議
長
と
議
員

超
人
が
出
席
。
「
２
基
の

室
寿
策
は
不
十
全
と

１
人
が
再
稼
働
に
反
対
し

た
が
、
議
長
以
外
の
狸
人

が
葦
成
し
た
。
協
議
後
、

的
場
議
長
は
．
曰
も
早

い
再
稼
働
を
求
め
る
町
民

の
声
を
受
け
決
定
し
た
」

と
報
道
陣
に
語
っ
た
。

改
善
を
繰
り
返
す
重
病

と
わ
ず
立
ち
向
か
っ
て
ほ

し
い
。
皆
さ
ん
の
今
後
の

成
長
を
期
待
し
て
い
る
」

ど
敷
励
し
た
。

宇
宙
か
ら
降
り
注
ぐ
宇

宙
線
か
ら
生
じ
る
「
ミ
ュ

ー
粒
子
」
を
使
っ
た
名
古

屋
大
の
調
査
で
、
東
京
電

力
福
島
第
１
原
発
２
号
機

＠
炉
心
溶
融
が
裏
付
け
ら

福島第1原発

２
号
機
炉
心
も
溶
融
躍
認

唾
騨
騨
睡
謝
辞
掩
罰
舜
馳
斑
啓
、
罪
睡
詫
娠
謬
顕
癌
秘
蒸
謬
り
咋
奄
や
羅
録
晦
型
澆
骸
露
臓
醒
醒
霧
邸
露
躍
翫
賦
琵
露
顕
塞
睡
醐
呼
．
●
ゞ
‐
響
露
一
凌
認
掴
融
翻
鍵
露
唾

名
大
が
宇
宙
線
調
査
残
存
燃
料
推
定
へ

「
ス
ロ
Ｉ
ス
リ
ッ
プ
」
と

は
。
断
層
が
急
激
に
滑
る
通

常
の
地
震
に
対
し
、
ゆ
っ

く
り
滑
る
タ
イ
プ
の
地
窪

を
ス
ロ
ー
ス
リ
ッ
プ
と
呼

ぶ
。
国
土
地
理
院
の
衛
星

利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

Ｐ
Ｓ
）
の
デ
ー
タ
を
調
べ

る
と
二
皐
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
の
９
年
前
か
ら
大

ル
に
違
和
感

陸
の
下
に
か
か
っ
て
お

り
、
東
北
地
方
と
同
じ
規

模
の
地
雲
が
起
き
れ
ば
、

も
っ
と
強
く
揺
れ
る
ば
ず

だ
。
毒
波
の
到
達
も
早
く

な
る
。ｌ
近
年
注
目
さ
れ
る

学
部
英
語
英
米
寸
全
｝
科
の

菊
池
遼
介
さ
ん
（
配
）
が
答

辞
で
「
努
力
を
怠
ら
ず
何

事
に
も
挑
戦
し
た
い
」
と

包
三
垂
述
べ
だ
。
式
窪
了

中
央
構
造
線
近
接
「
こ
の
程
度
で
済
む
の
か
」

れ
た
。
結
果
は
配
日
の
物

理
学
会
で
報
告
さ
れ
る
。

研
究
チ
ー
ム
は
デ
ー
タ
の

詳
し
い
分
析
を
続
け
、
２

号
機
の
圧
力
容
器
に
残
っ

た
溶
融
燃
料
（
デ
プ
リ
）

丙
容
巍
複
蕊
腫
丞
馴
謹
を
颪
的
自
詞
繧
唾
ば
武
力
行
－

１
ト
ー
Ｉ

た
だ
現
段
階
で
は
、
大
が
、

規
模
な
ス
ロ
ー
ス
リ
ッ
プ
に
垂

が
起
き
れ
ば
超
巨
大
地
霊
た
。

が
起
こ
る
危
険
性
が
あ
る
か
崖

と
は
予
測
で
き
な
い
。
る
《

ス
ロ
ー
ス
リ
ッ
プ
は
南
つ
一

海
ト
ラ
フ
で
も
２
カ
所
で
‐

確
認
さ
れ
て
い
る
。
東
海
の
壱

地
方
は
２
０
０
０
年
か
ら
価
‐

５
年
間
続
い
た
。
豊
後
水
地
墨

道
で
は
過
去
２
回
起
き
た
一
隻

観
騨
鰹
繩
耐
噛
闇
認
瀕
幽
醸
酎
錘
鹿
醐
錨
謡
謬
醗
巽
凌
蝿
職
溺
睦
謬

あ
後
は
、
会
場
外
で
待
っ
て

》
答
い
た
後
輩
か
ら
花
束
を
受

荷
げ
取
る
な
ど
じ
て
別
迩
逵

と
惜
し
ん
だ
。

規
模
な
ズ
ロ
ー
ス
リ
ッ
プ

が
起
き
、
ト
ー
タ
ル
で
Ｍ

７
．
７
相
当
だ
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
こ
の
ス
ロ

ー
ス
リ
ッ
プ
が
超
巨
大
地

震
に
つ
な
が
っ
た
と
、
あ

る
程
度
言
え
る
。

の
量
や
状
態
を
推
定
す

る
。
今
回
の
調
査
は
ミ
ュ
ー

粒
子
を
観
測
で
き
る
「
原

子
核
乾
板
」
と
呼
ば
れ
る

フ
イ
ル
ム
を
使
用
。
観
測

湛
血
大
ギ
ヤ
リ
ア
セ
ン

1

1

が
、
い
ず
れ
も
巨
大
地
震
印
象
だ
が
、
中
央
構
造

に
は
つ
な
が
ら
な
か
つ
線
断
層
帯
が
あ
れ
だ
け
近

た
。
豊
後
水
道
で
は
昨
年
い
の
に
、
一
」
の
程
度
で
済

か
ら
３
回
目
が
起
き
て
い
む
の
か
な
と
い
う
気
は
す

る
が
、
巨
大
地
鍵
に
結
び
る
。
滑
り
量
露
届
が
ず

つ
く
か
は
分
か
ら
な
い
。
れ
る
雷
琴
ｓ
は
、
断
圃
の

Ｉ
中
央
構
造
線
断
層
帯
連
動
が
長
く
な
れ
ば
大
き

の
連
動
を
４
ｓ
Ｏ
翫
で
評
く
な
る
と
い
う
考
え
方

価
し
た
伊
方
原
発
の
基
準
と
、
断
圃
が
連
動
し
て
も

地
霊
動
・
最
大
６
５
０
綴
滑
り
量
は
変
わ
ら
な
い
と

を
ど
う
み
る
か
。
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
渡
の
被
害
想
定
な
ど
に
つ
い
て

話
す
纐
纈
一
起
教
授
Ⅱ
６
日
、
東
京
・
塞
皐
区

タ
ー
に
よ
る
と
、
別
日
現

在
、
就
職
を
希
望
す
る
卒

業
生
の
内
定
率
は
前
年
度

と
同
様
の
約
帥
％
。
４
月

張
こ
衰
喜
吉
浸
壼
巽
ど
む

に
携
わ
っ
た
名
古
屋
大
の

森
島
邦
博
特
任
助
教
（
素

粒
子
物
理
学
）
は
「
大
が

か
り
な
機
器
や
電
源
は
不

要
で
、
機
器
の
設
置
が
難

し
い
建
屋
地
下
部
分
の

デ
プ
リ
調
査
へ
の
応
用
も

検
討
し
た
い
」
と
期
待
す

る
。
調
査
は
２
号
機
と
５
号

機
の
タ
ー
ビ
ン
建
屋
１
階

に
、
放
射
線
を
遮
蔽
（
し

壱
ゆ
る
め
で
い
る
よ
う
に
尾っ

た
前
年
度
並
み
を
見
込

ん
で
い
る
。

（
杉
本
憲
司
）

児
ｃ
・
聾
番
毒

や
へ
い
）
す
る
鉛
の
箱
に

フ
ィ
ル
ム
を
入
れ
て
設

置
。
２
０
１
４
年
４
～
７

月
に
、
１
回
約
８
週
間
ず

つ
計
５
回
に
わ
た
り
観
測

し
た
結
暴
と
分
析
し
た
と

こ
ろ
へ
５
号
機
に
比
べ
て

２
号
機
の
燃
料
が
少
な
い

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
燃

料
が
溶
け
落
ち
た
割
合
な

ど
は
不
明
と
い
い
、
さ
ら

に
詳
し
く
分
析
す
る
。

イ
血

翼
驚
置
驚
溺
馨
驚
＃
脅
豊
霊
置
鷺
屡
層
鼠
罵
慰
罰
罰
溺
鬮
驚
鐵

■
申
Ｉ
申
印
卜
０
■
Ｌ
■
■

１
１延

ば
し
て
、
こ
れ
だ
け
（
基

準
地
窪
動
が
５
７
０
綴
か

ら
最
大
６
５
０
波
）
し
か

変
わ
ら
な
い
の
は
違
和
感

が
あ
る
。
（
基
準
地
躍
動

が
）
も
う
少
し
大
き
く
な

っ
て
も
い
い
気
は
す
る
。

ｌ
東
京
電
力
福
島
第
１

原
発
事
故
を
受
け
、
原
発

の
耐
震
安
全
性
を
検
討
す

る
国
の
作
業
部
会
の
委
員

が
、
型
キ
ロ
（
四
電
の
従
来

想
定
）
か
ら
４
８
０
寂
に

若
者
向
け
の
活
動

「
ク
ル
ー
」
認
定
へ

構
造
、
地
躍
動
、
津
波
、

地
の
地
質
・
地
質
構
造
、

敷
地
周
辺
の
地
質
・
地
質

四
国
電
力
は
伊
方
原
発

８
号
機
の
審
査
に
絡
み
、

原
子
力
規
制
委
員
会
の
即

日
の
審
査
会
合
で
、
こ
れ

ま
で
の
髻
塞
と
踏
ま
え
敷

緩
壼
一
雷
蕊
零
曇
一
ル
誕
潔
兼
淵

火
山
灰
想
定
見
直
し
を

伊
方
原
発
審
査
規
制
委
員
が
要
請

と
に
対
し
て
へ
髻
査
を
し

な
け
れ
ば
い
げ
な
い
と
い

う
の
は
科
学
者
と
し
て
困

簔
だ
と
思
っ
た
。
最
も
分

か
ら
な
い
の
は
将
来
ど
の

よ
う
な
地
震
が
起
こ
る
か

と
い
一
つ
こ
と
。
耐
窪
安
全

性
の
審
査
は
そ
こ
か
ら
始

ま
る
。
始
ま
る
と
こ
ろ
が

ま
ず
あ
や
ふ
や
だ
。

現
在
は
、
科
学
の
あ
い

ま
い
さ
で
あ
る
「
科
学
の

不
定
性
」
を
含
む
こ
と
に

対
し
、
決
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
に
ど
う
す

べ
き
か
に
興
味
を
持
っ
て

研
究
し
て
い
る
。

卜
を
実
施
す
る
と
発
表
し

た
。
若
者
向
け
の
活
動
を

二
Ｊ
一
フ
ー
コ
『
１
ヘ
ノ
ヂ
ノ
損
一
言

火
山
の
５
分
野
の
総
括
的

な
評
価
を
墾
巨
。
石
渡
明

委
員
（
地
震
学
）
は
火
山

に
つ
い
て
の
み
見
直
し
を

求
め
た
。
他
の
４
分
野
は

審
査
終
了
か
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
対
応
す
る
。

火
山
に
関
し
、
四
電
は

’
ー

視
点
で
雷

広
げ
た
》

問
い
合
一

電
話
Ｏ
《

ｂ
ｌ
Ｌ
ｊ
・
陸

鬘
一 蕊遺昌愚鷆鼈薑呈曇事が説得を
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